
 

教職員非違行為対応マニュアル 
立科町立立科小学校 

Ⅰ 非違行為防止の日常的な取り組み 

１ 教育公務員としての「服務義務の理解」 

   職務上の義務－服務の宣誓、 法令等に従う義務、 職務専念の義務 

公務員の服務義務 

   身分上の義務－信用失墜行為の禁止、秘密を守る義務、政治的行為の制限 

       争議行為等の禁止、 営利企業等の従事制限 

２ 研修による正しい理解と認識、日常の取組 

(1)体罰 (2)ｽｸｰﾙｾｸｼｬﾙﾊﾗｽﾒﾝﾄ (3)情報管理 (4)金銭事故 (5)交通事故・法規違反 

① ①職場内研修の実施 

② ②児童指導委員会を

主とした組織的取組 

③ ③ｱﾝｹｰﾄ調査の実施 

④ ④児童・保護者への第

三者相談窓口の周知 

⑤ ⑤良好な人間関係づ

くり 

⑥ ①職場内研修の実施 

②非違行為防止委員会

の設置と活用 

③ｽｸｰﾙｾｸﾊﾗ相談窓口の

設置と児童・保護者へ

の周知 

④職員間・対児童との

良好な人間関係 

①個人情報の目的外

使用防止や情報ｾｷｭﾘﾃ

ｨに対する意識を高め

る研修 

②情報管理マニュア

ルに従った取扱の徹

底 

③紛失時の対応策の

徹底 

①複数による適切な

会計処理の実施 

②会計監査の徹底 

③会計取扱への管理

職の丁寧な監督 

①職場内研修の実施

による交通法規遵守

意識の高揚 

②公用車届け時の運

転免許の有効期限の

確認 

③交通事故等を起こ

した場合の対処方法

の徹底 

 

 Ⅱ 非違行為発生時の対応             Ａ初動対応 

Ｂ①相談・訴え         Ａ 初動対応 

「けが」等の判断 

         Ｃ③説明   Ｂ②訴え    Ｂ③事実確認     応急措置・救急要請 

     (B)情報交換 ・謝罪            Ｃ②ｶｳﾝｾﾘﾝｸﾞ  Ｂ初期対応 

       Ｃ①報告        Ｂ④事実確認          ①校長が発生の把握 

                                   ②事実確認・現状保存 

       Ｃ②指示        Ｂ⑤報告           Ｃ報告･通報･相談･謝罪 

①町教委、県教委への報告 

Ｃ④伝達 共通理解              ②関係児童・保護者に謝罪 

                                 ③職員への説明・共通理解 

Ｅ①状況説明             Ｅ②全校集会         Ｄ校内の体制整備 

                  説明・謝罪・支援       ・当該職員の処遇の決定 

                                 ・担任・校務分掌等の分担 

Ｅ③臨時保護者会  Ｄ校内の体制整備             Ｅ児童・保護者への説明・謝罪 

①PTA 会長への説明 

                                ②児童への説明・謝罪 

                                 児童の心のケア 

                               ③保護者への説明・謝罪 

                    Ｆ報道機関への対応 

                   ・窓口の一本化  ・即答しない、折り返し返事 

                   ・直接取材は断る。・話せる内容、話せない内容の区別 

                   ・記者会見は、原則教育委員会の実施。学校は、同席。 

                   ・コメントは避け、事実を述べる。 
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① 再発防止策の検討・徹底 

 ・情報分析、非違行為原因究明 

 ・重大事件での県教委との連携 

 ・防止策徹底による非違行為発生の

防止 


